
（毎月10日発行）

　　人口の動き

一2月1日現在一

男4，808（一1）

女4，926（一1〉

計9，734（一2）
世帯数2，332（＋1）

　　（）前月比較
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2月の休日救急医

院（川原町）

田丁）院（袋

医
　
医

島
　
口

大17日

山24日

3月上旬の予定

（神明町）院医田富3日

野）第二藤巻医院（上10日

広

　
橘
保
育
園
で
は
、
こ
ま
ま
わ
し
大
会

を
先
月
三
十
日
に
開
き
ま
し
た
。

　
園
児
た
ち
は
、
暮
れ
か
ら
新
年
に
か

け
、
思
い
思
い
の
色
を
塗
っ
た
こ
ま
を

持
ち
、
遊
戯
室
に
勢
ぞ
ろ
い
し
ま
し
た
。

　
「
み
ん
な
が
ん
ば
ろ
う
エ
イ
エ
イ
オ

ー
」
。
勇
ま
し
い
掛
け
声
が
上
が
り
、

大
会
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　
ま
ず
は
、
チ
ユ
ー
リ
ツ
プ
ぐ
み
（
三

歳
未
満
児
随
入
園
時
）
か
ら
で
、
糸
ひ

き
ご
ま
を
上
手
に
回
し
ま
す
。

　
園
児
た
ち
は
、
こ
の
日
を
目
標
に
練

習
を
積
ん
で
い
た
の
で
す
。

　
そ
れ
か
ら
た
ん
ぽ
ぽ
（
三
歳
）
、
す

み
れ
（
四
歳
）
と
続
き
、
最
後
は
ひ
ま

わ
り
ぐ
み
（
五
歳
）
が
い
っ
せ
い
に
木

し
ん
ご
ま
を
回
し
ま
し
た
。

　
「
こ
ま
ま
わ
し
が
ん
ば
り
ま
し
た
」

先
生
か
ら
全
員
が
折
り
紙
の
メ
ダ
ル
を

い
た
だ
き
、
顔
を
ほ
こ
ろ
ば
せ
ま
し
た
。

　
橘
保
育
園
に
は
八
十
三
人
が
通
っ
て

い
ま
す
。
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「
酷
絵
㌧

…
嗣
口

第
一
回
町
議
会
臨
時
会
が
、
先
月
二
十
八
日
に
開

か
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
議
会
で
は
、
今
冬
の
豪
雪
に
関
連
し
た
二
件

の
補
正
予
算
（
専
決
一
件
）
が
上
程
さ
れ
、
そ
れ
ぞ

れ
可
決
・
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

道
路
除
雪
費
を

　
　
　
　
五
千
二
十
万
円
追
加

▽
五
十
九
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

　
（
専
決
第
八
号
）

　
こ
の
た
び
の
豪
雪
に
対
し
、
新
潟
県

災
害
救
助
条
例
が
適
用
さ
れ
た
こ
と
に

よ
り
、
予
算
の
専
決
が
必
要
と
な
っ
て

　
　
除
雪
作
業
（
沖
立
地
内
）

　　　　　　　　　　　灘

　　　　　　　　　　難

　　　　　　　　灘　　　　　　　　鄭　　　　　　　・鱗

．講

警
難鍛

い
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
条
例
に
よ
る
救
助
対
象
世
帯
は

町
に
は
四
十
戸
あ
り
、
内
訳
は
身
体
障

害
者
世
帯
が
四
戸
、
老
人
世
帯
が
三
十

一
戸
、
母
子
世
帯
が
五
戸
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　
条
例
が
適
用
さ
れ
て
い
る
間
、
こ
れ

ら
の
世
帯
の
除
雪
費
用
は
、
県
と
町
が

半
分
ず
つ
負
担
し
ま
す
。

　
追
加
し
た
額
は
四
十
二
万
円
で
す
。

▽
五
十
九
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

　
（
第
五
号
）

　　　　　　　　　一　　　　　　　　　〇　　　　　　　　　一　　　　　　　　甲　　　　　　　　一　　　　　　　　一　　　　　　　一　　　　　　　一　　　　　　　．　　　　　　顧　　　　　　一　　　　　　・　　　　　－　　　　　一　　　　　■　　　　一　　　　一　　　　．　　　一　　　一　　　一　　9　　－　〇　一　〇
9甲一

　
既
定
の
予
算
に
五
千
二
百
四
十
五
万

一
千
円
を
追
加
し
、
総
額
を
歳
入
歳
出

そ
れ
ぞ
れ
二
十
九
億
八
千
百
八
十
四
万

四
千
円
と
し
ま
し
た
。

　
歳
入
の
主
な
も
の
と
し
て
は
、
特
別

交
付
税
を
三
千
万
円
、
災
害
復
旧
費
県

補
助
金
を
千
七
百
八
十
三
万
三
千
円
、

豪
雪
対
策
基
金
繰
入
金
を
一
千
万
円
と

そ
れ
ぞ
れ
増
や
し
た
の
に
対
し
、
町
債

の
災
害
復
旧
債
を
千
九
十
万
円
減
ら
し

た
の
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　
歳
出
で
は
、
道
路
除
雪
費
の
五
千
二

十
万
円
の
追
加
が
主
で
、
雪
害
対
策
費

は
こ
れ
で
一
億
七
千
六
十
五
万
五
千
円

と
い
う
数
字
に
な
り
ま
し
た
。

　
ほ
か
に
は
、
農
地
農
業
用
施
設
災
害

復
旧
費
の
五
百
四
十
九
万
八
千
円
の
増

と
、
予
備
費
の
九
百
二
十
五
万
六
千
円

の
減
が
目
だ
ち
ま
す
。

克雪対策特別委員会が

豪雪の状況調査
漁脚椀概拡ご趣チ球里153i慨瑞麟ン》怒砧戦

　
　
　
寅　本イもさしろ恐の肖朋帝ヨ

＼
＼

　
先
月
十
七
日
、
議
会
の
克
雪
対
策
特

別
委
員
会
は
、
道
路
除
雪
の
状
況
や
雪

崩
危
険
箇
所
の
状
況
に
つ
い
て
調
査
す

る
た
め
、
町
内
視
察
を
行
い
ま
し
た
。

　
小
脇
へ
の
行
程
は
、
室
島
の
ス
ノ
ー

犠　　
　
肇

灘
鰍

小脇の集落センター前で

シ
ェ
ー
ド
ま
で
は
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
を
利

用
、
そ
の
先
か
ら
は
徒
歩
で
す
。

　
四
日
前
か
ら
隆
罰
続
い
て
い
る
雪
で
、

と
こ
ろ
ど
こ
ろ
に
雪
ぴ
が
張
り
出
し
、

表
層
雪
崩
の
危
険
を
身
に
感
じ
な
が
ら

の
視
察
行
と
な
り
ま
し
た
。
圧
雪
さ
れ

た
道
を
約
一
時
間
で
小
脇
に
入
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　
小
脇
の
人
た
ち
は
一
行
を
待
ち
受
け

て
お
い
で
で
、
　
「
一
日
も
早
く
、
冬
期

間
で
も
安
全
に
通
行
で
き
る
国
道
4
0

4
号
に
」
と
訴
え
て
い
ま
し
た
。

　
帰
路
、
昨
年
十
二
月
三
十
日
に
雪
崩

事
故
が
起
こ
っ
た
地
点
（
ス
ノ
ー
シ
ェ

ー
ド
ま
で
五
十
メ
ー
ト
ル
の
と
こ
ろ
）

で
写
真
を
撮
ろ
う
と
し
て
い
た
と
き
の

こ
と
で
す
。

　
「
．
．
．
…
…
」

　
音
も
な
く
始
ま
っ
た
の
で
す
。

　
最
初
に
見
つ
け
た
と
き
は
、
が
け
の

上
か
ら
ス
ノ
ー
ダ
ン
プ
で
雪
を
捨
て
た

く
ら
い
の
感
じ
で
し
た
。

　
　
「
き
た
！
　
き
た
！
」

　
だ
れ
か
が
叫
び
ま
し
た
。

　
雪
崩
は
、
数
秒
で
数
百
倍
に
も
か
さ

を
増
し
、
カ
メ
ラ
マ
ン
を
飲
み
込
も
う

と
し
て
い
ま
す
。

　
　
「
逃
げ
ろ
！
　
逃
げ
ろ
」

　
転
び
な
が
ら
も
必
死
の
形
相
で
逃
げ

る
カ
メ
ラ
マ
ン
。

　
雪
崩
は
雪
煙
を
上
げ
、
道
を
ふ
さ
い

で
や
っ
と
止
ま
り
ま
し
た
。

　
幸
い
に
も
難
を
免
れ
ま
し
た
が
、
音

も
な
く
、
あ
っ
と
い
う
間
に
起
こ
る
雪

崩
の
恐
ろ
し
さ
を
、
身
を
持
っ
て
体
験

し
た
視
察
行
で
し
た
。

（単位：cm）川西町の積雪状況

月　日 60年 59年 58年 57年 56年
1　●10 246 190 110 30 260
1　●15 293 200 154 70 370

1●20 285 245 122 116 385

1●25 289 302 156 78 382

1●31 320 296 120 150 393
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家族全員
ご加入を

交通災害共済一＝

　
交
通
災
害
共
済
制
度
は
、
　
」
日
一

円
の
安
い
掛
金
で
会
員
相
互
の
助
け
合

い
”
と
い
う
こ
と
で
始
め
ら
れ
、
万
一

の
場
合
は
最
高
百
万
円
の
見
舞
金
が
受

け
ら
れ
る
制
度
で
す
。

　
川
西
町
で
は
、
皆
さ
ん
の
ご
理
解
が

高
く
、
五
十
九
年
度
に
は
二
千
八
十
二

世
帯
・
八
千
五
百
二
人
の
方
々
か
ら
加

入
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
見
舞
金
を
受
け
ら
れ
た
方
は
、
十
五

人
、
八
十
二
万
円
と
な
っ
て
お
り
、
件

数
、
金
額
と
も
五
十
八
年
度
よ
り
減
少

し
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
現
在
治
療
継
続
中
で
、
見

舞
金
の
請
求
手
続
き
を
保
留
し
て
い
る

方
が
十
余
人
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
の

で
、
交
通
事
故
に
遭
わ
れ
た
方
は
減
っ

て
い
な
い
よ
う
で
す
。

　
特
に
、
婦
人
、
高
校
生
の
バ
イ
ク
に

よ
る
事
故
、
小
学
生
に
よ
る
自
転
車
事

故
の
増
加
が
目
だ
っ
て
い
ま
す
。

　
ふ
だ
ん
い
く
ら
注
意
し
て
い
て
も
、

事
故
を
避
け
き
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま

す
。
万
一
の
場
合
に
備
え
、
免
許
の
有

無
に
か
か
わ
ら
ず
、
家
族
の
方
全
員
が

加
入
さ
れ
る
よ
う
お
勧
め
し
ま
す
。

　
た
だ
今
嘱
託
員
を
通
じ
、
六
十
年
度

の
会
員
募
集
を
始
め
た
と
こ
ろ
で
す
。

現
在
加
入
さ
れ
て
い
る
方
も
三
月
い
っ

ぱ
い
で
共
済
期
間
が
終
わ
り
ま
す
の
で
、

引
き
続
き
加
入
し
て
く
だ
さ
る
よ
う
お

願
い
し
ま
す
。

　
加
入
方
法
や
見
舞
金
請
求
手
続
き
で

不
明
の
点
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
役
場
住

民
係
へ
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

▼
加
入
申
込
受
付
場
所

＊
県
信
用
組
合
川
西
支
店

＊
新
潟
川
西
農
協
千
手
支
所

＊＊＊

　
　
〃
　
上
野
支
所

　
　
〃
　
橘
支
所

　
　
〃
　
仙
田
支
所

（
千
手
中
央
店
、
出
張
所
は
除
く
）

＊
川
西
町
役
場
会
計
窓
口

》
ぐ
多
多
そ
そ
』
そ
3
を
そ
β
そ
3
奪
・
・
多
き
≧
≧
そ
＞
》
ラ
～
5
～
ラ
、
ぞ
之
ぞ
そ
そ
ぞ
§
き
“
、
多
、
Σ

米
寿
の
方
々
に

　
　
　
　
朱
色
の
座
布
団
を
贈
呈

の高橋義弘さん

灘
嬉
倉

　
　
『
高

欝

　
川
西
町
で
今
年
米
寿
（
八
十
八
歳
）

を
迎
え
ら
れ
た
方
は
、
明
治
三
十
一
年

生
ま
れ
の
次
の
十
六
人
の
方
々
で
す
。

　
先
月
九
日
に
、
町
長
と
民
生
委
員
総

務
の
方
な
ど
が
そ
れ
ぞ
れ
の
お
宅
を
訪

問
し
、
朱
色
の
座
布
団
を
贈
呈
し
ま
し

た
。
（
敬
称
略
）

　
　
　
　
　
（
）
内
は
世
帯
主

南
雲
芳
野
　
（
久
　
守
）
中
央
町

数
藤
奥
治
郎
　
（
奥
治
郎
）
沖
　
立

村
山
タ
マ

星
名
イ
マ

星
名
チ
ヨ

中
村
直
治

田
村
重
則

田
村
誠
治

渡
辺
理
平

井
川
ッ
ユ

藤
巻
藤
松

戸
田
ハ
ル

須
藤
ス
イ

大
平
惣
平

滋
野
ソ
メ

高
橋
義
弘

　　ハ　　　　　　　　　ハ　ハ　　　　　　　イペ　　　　
毅　喜林守孝勘理賢一直賢虎
　正　　　　　　 太　　　　武
一　平次多吉蔵平郎策治治雄
）　）　）　）　）　）　）　）　）　）　）　）　）　）

高野原下仁塩新上上鶴坪伊伊高
　　　　　　町　　　　　　　原
倉口田原田辛新野野吉山友友田
　　　　　　田

「
キ
∪
ー
ー

誕
生
月
に
は

現
況
届
の
提
出
を

忘
れ
ず
に
！

　
国
民
年
金
の
老
齢
（
通
算
老
齢
）

年
金
を
受
け
て
い
る
人
は
、
毎
年
、

誕
生
月
に
「
国
民
年
金
受
給
権
者
現

況
届
」
を
社
会
保
険
庁
に
提
出
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
現
況
届
は
、
引
き
続
い
て
年
金
を

受
け
ら
れ
る
か
ど
う
か
を
確
認
す
る

た
い
せ
つ
な
手
　
　
　
　
、

続
き
で
す
。
提

　
　
　
　
　
　
　
、

　
　
　
　
　
　
　
、

出
を
忘
れ
る
と
、
・

　
　
　
　
　
　
　
隔

　
　
　
　
　
　
　
し

任
金
の
支
払
い
｝

が
止
め
ら
れ
る
　
一

　
　
　
　
　
　
　
ロ

　
　
　
　
　
　
　
コ

こ
と
に
な
り
ま
　
一

　
　
　
　
　
　
　
ダ

す
の
で
、
注
意
　
！

し
て
く
だ
さ
い
。

現
況
届
の
用

紙
（
ハ
ガ
キ
）
は
、
誕
生
月
の
上
旬

に
社
会
保
険
庁
か
ら
送
ら
れ
て
き
ま

す
の
で
、
川
西
町
長
の
証
明
を
住
民

係
で
受
け
て
、
月
末
ま
で
に
必
ず
着

く
よ
う
に
投
函
し
て
く
だ
さ
い
。

　
年
金
を
受
け
て
か
ら
一
年
を
過
ぎ

な
い
人
や
支
払
い
が
停
止
さ
れ
て
い

る
人
は
、
現
況
届
を
提
出
す
る
必
要

が
あ
り
ま
せ
ん
。

，
’

　
も～
く
し

　
ノ

付送接直に　
　
　
　
㊥

め　
　
　
現
況
届

初の月　
　
　
　
　
送

生　
　
　
　
　
返

誕　
　
　
　
　
に

　
　
　
　
　
で

○
　
眩

現
況
届
　
　
末

　
　
　
　
　
の

　
　
　
　
　
月

　
　
①
　
　
生

　
　
　
　
　
誕

　
　
　
　
　
③

社
会
保
険
庁

1■
　
　
“
　
　
粥

　
oo
　
”

σ
　
　
　
9
　
　
　
9

●
o
　
　
　
■
　
9

●
　
　
　
　
“
　
●

●
　
　
　
　
　
O
　
膠

　
　
　
　
　
　
　
■
　
ρ

」冒の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ン

④ 老齢年金を引き続き支給

餌
②
　
ノ
グ

ー
1
亀
－
u

M
慧

、

児
童
手
当
を

振
り
込
み
ま
し
た

　
児
童
手
当
受
給
者
の
皆
さ
ん
、
今

．
月
は
児
童
手
当
の
支
給
月
で
す
。

　
八
日
付
で
、
そ
れ
ぞ
れ
指
定
さ
れ

た
金
融
機
関
口
座
に
振
り
込
み
ま
し

た
の
で
、
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。
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・
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．
。
3
・
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一
一
：
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し

期
間
は
2
月
1
6
日
～
3
月
15
日

税
金
は
社
会
共
通
の
費
用
を
賄
う
会
費

　
昭
和
五
十
九
年
分
の
確
定
申
告
の
準

備
は
お
済
み
で
す
か
。

所
得
税
の
確
定
申
告
と
納
税
は
、
二

月
十
六
日
か
ら
三
月
十
五
日
ま
で
の
間

に
お
願
い
し
ま
す
。

確定申告出張相談日程

期　　　日 時　　間 会　　場

2　月28日　（木）

3　月　1　日　（金） 午　前10時
3　月　4　日　（月） ～ 総合センター
3　月　7　日　（木）

午後　4　時
3　月　8　日　（金）

※3月1日は譲渡所得の申告も受け付けます。

　
三
月
十
日
を
過
ぎ
ま
す
と
税
務
署
は

た
い
へ
ん
混
み
合
い
ま
す
。
申
告
は
余

裕
を
持
っ
て
準
備
し
、
　
“
お
早
め
に
！
”

ど
う
ぞ
。

確
定
中
告
を

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
人

　
所
得
税
は
申
告
納
税
制
度
を
採
用
し

て
い
ま
す
。
自
分
の
所
得
を
自
分
で
計

算
し
て
申
告
す
る
制
度
で
す
。

　
そ
こ
で
、
所
得
税
の
確
定
申
告
を
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
場
合
を
紹
介
し
ま

す
と
◇
事
業
を
し
て
い
る
方
や
不
動
産
収
入

　
の
あ
る
方
、
土
地
や
建
物
を
売
っ
た

　
方
な
ど
で
、
そ
の
所
得
金
額
が
基
礎

　
控
除
な
ど
の
所
得
控
除
の
合
計
額
を

超
え
る
と
き
。

◇
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
で
、
給
与
の
年
収
が

　
千
五
百
万
円
を
超
え
る
方
、
給
与
所

　
得
や
退
職
所
得
以
外
の
所
得
金
額
の
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。
＝
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一
一

　
合
計
額
が
二
十
万
円
を
超
え
る
方
、

　
二
か
所
以
上
か
ら
給
与
を
受
け
て
い

　
る
方
な
ど
。

　
確
定
申
告
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

方
が
、
三
月
十
五
日
ま
で
に
申
告
を
し

な
か
っ
た
場
合
、
加
算
税
や
延
滞
税
が

課
さ
れ
る
ほ
か
、
期
限
内
申
告
を
要
件

と
す
る
い
ろ
い
ろ
な
特
例
が
受
け
ら
れ

な
く
な
り
ま
す
。

納
税
は
期
限
内
に

　
確
定
申
告
に
よ
る
所
得
税
は
、
申
告

期
限
と
同
じ
三
月
十
五
日
ま
で
に
納
税

す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
期
限

内
に
納
税
で
き
な
い
と
き
は
、
確
定
申

告
で
納
め
る
こ
と
に
な
る
税
額
の
二
分

の
一
以
上
を
三
月
十
五
日
ま
で
に
納
め

る
と
、
残
り
の
税
額
は
五
月
三
十
一
日

ま
で
延
納
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
た

だ
し
、
延
納
期
間
中
は
年
七
・
三
パ
ー

セ
ン
ト
の
利
子
税
が
か
か
り
ま
す
。

贈与税の申告
　贈与税は、個人からその年中に

60万円を超える財産をもらった人

にかかる税金です。

　贈与税は、親と子、夫と妻など

の親族の間で行われた贈与も対象

となります。

　贈与税の申告と納税は、2月1

日から3月15日までです。

1税金の相談‘
（＼
　　お気軽に

　　　　　　ロ　ー＼さ

十日町税務署

費（52）

　3181番

安心・便利・安全

一ロ座振替一

　所得税や贈与税の申告と納税の

期限は3月15日です。ということ

は、申告は2月中に終えても、納

税は3月15日まで待つことができ

るのです。

　ところで、申告をしたことで納

税も終わったと勘違いされている

方が結構いるようです。そんな方

にお勧めしたいのがミ振替納税ヤ

です。納税を忘れて延滞税を取ら

れることもなく、納税に出かける

手間もかからず、そして安全です。

　手続きは簡単。金融機関の窓口

や税務署にご相談ください。

90万円まで無税
　パートの主婦に朗報

　労働省が発表した昭和59年版婦

人労働白書によると、女性の職場

進出はますます盛んで、職場の3

人に1人を占めることになったそ

うです。これは、専業主婦の数と

ほぼ同じ率だそうで、59年中にパ

ートなどで働く女性が専業主婦の

数を超えることになる見込みだと

いわれています。

　そんなパート主婦に朗報。年間

90万円までのパート収入には税金

がかからず、配偶者控除も受けら

れることになりました。ガンバリ

母さんに、ちょっとしたプレゼン

トですね。
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確定申告で

税金が戻る！
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3月15日が
すで限期

住
民
税
と
中
告

　
住
民
税
と
は
、
町
民
税
と
県
民
税
を

合
わ
せ
た
税
金
を
い
う
の
で
す
が
、
そ

の
名
の
と
お
り
住
民
が
地
域
社
会
の
費

　r金は天下の回りもの」という

楽天的な感覚は、家計を預かる主

婦にとって禁句とか。

　消エネ・節約をモットーにやり

くり上手な奥さんにもう一つアド

バイスを！

　所得税では各種の控除制度によ

って、税金の負担軽減が図られて

　
つ
ネ
手
を
税
税
。

　
　
　
　
　
ス
　
　
　
　
す

天
に
消
り
イ
所
て
ま
そ
火

　
　
　
　
　
バ
　
　
つ
い
　
　
○

用
、
つ
ま
り
居
住
し
て
い
る
町
や
県
の

行
政
上
の
経
費
を
そ
の
能
力
に
応
じ
て

負
担
し
、
こ
れ
を
通
じ
て
行
政
に
参
画

す
る
と
い
っ
た
性
質
の
税
金
で
す
。

　
住
民
税
に
は
、
均
等
割
と
所
得
割
が

あ
り
ま
す
。
今
年
の
一
月
一
日
現
在
川

西
町
に
住
所
を
有
し
前
年
中
に
所
得
が

あ
っ
た
人
は
、
均
等
割
と
所
得
割
を
合

算
し
た
額
の
住
民
税
が
課
さ
れ
ま
す
。

こ
こ
で
い
う
所
得
と
は
、
総
収
入
金
額

か
ら
必
要
経
費
を
差
し
引
い
た
残
額
を

い
い
ま
す
。

　
均
等
割
と
は
、
納
税
者
の
所
得
金
額

の
多
少
に
関
係
な
く
、
一
定
の
金
額
が

課
さ
れ
る
税
金
で
す
。
た
だ
し
、
前
年

中
の
所
得
が
条
例
で
定
め
る
金
額
以
下

の
人
や
、
均
等
割
を
納
め
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
夫
と
生
計
を
一
に
す
る
妻
は
、

均
等
割
を
課
さ
れ
ま
せ
ん
。

　
所
得
割
と
は
、
納
税
者
の
前
年
分
の

所
得
を
基
礎
に
し
て
税
額
を
計
算
し
、

納
税
者
の
負
担
能
力
に
応
じ
た
税
金
が

課
さ
れ
る
仕
組
み
の
も
の
で
す
。

　その主なものを紹介しますと一

〇火災・盗難などの場合には

　　　　　　　　　　雑損控除
○多額の医療費を支払ったときに

　は　　　　　　　医療費控除
○配当を受け取ったときには

　　　　　　　　　　配当控除
○ローンで家を建てた場合には

　　　　　　　　住宅取得控除
などがあります。

　詳しいことは、十日町税務署
〔曾（52）3181〕へお気軽に1ご1相

談ください。

　
住
民
税
の
申
告
は
、
所
得
税
の
確
定

申
告
と
同
様
、
二
月
十
六
日
か
ら
一
二
月

十
五
日
ま
で
の
期
間
に
行
う
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
申
告
は
、
住
民
税
だ
け
で
な
く
、

国
民
健
康
保
険
料
な
ど
の
算
定
や
、
各

種
証
明
資
料
に
用
い
ら
れ
る
重
要
な
も

の
で
す
。

　
住
民
税
申
告
書
の
書
き
方
は
「
申
告

用
紙
」
と
あ
わ
せ
「
手
引
き
」
を
配
布

し
て
あ
り
ま
す
の
で
、
参
考
に
し
て
も

れ
の
な
い
よ
う
正
確
に
記
入
し
、
三
月

十
五
日
ま
で
に
役
場
税
務
課
へ
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

　蓑業蘇簿纏
　　綬場灘謙鋒繊嚢瞬

　震業辮簿醗欝簾総鞭鰹雛提
繊態鐵羅羅き雛鐸叢膿叢灘難
購欝翻．縷塞縷き織錫講灘懸欝。

　確建難羅灘鍛懸糠農麹欝
鱒麹醗灘獲撚鐵．税務i謙纏懸
繰額蓬、照糞鱒鋤鑛、馨欝欝麟雛成

馨縫勲馨邊難鷺

　獲羅税鋤麟欝難難鱗叢顯撫談難蕪
；税務諜窓繍縫叢蓉糠蕪懸．謙羅電

議灘雛懸鑑．雛謙雛㈱懸．蓋欝謬

灘鍛軽灘懇翻譲叢濃灘鱒．

　税務譲顯霧譜審簿1灘醐雛雛
懇．欝線雛鋭、覇鎌雛．

が
対
象
と
な
り
ま
す
。
住
民
税
で
は
所

得
の
全
部
を
申
告
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
の
で
、
昨
年
秋
に
農
業
所
得
申
告
書

を
提
出
し
た
方
も
忘
れ
ず
に
こ
の
申
告

を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
た
だ
し
、
所
得
税
の
確
定
申
告
を
さ

れ
る
方
や
、
所
得
が
給
与
だ
け
の
人
で

勤
め
先
か
ら
給
与
支
払
報
告
書
が
提
出

さ
れ
て
い
る
方
は
、
そ
れ
ら
が
課
税
資

料
と
な
り
ま
す
の
で
申
告
の
必
要
が
あ

り
ま
せ
ん
。

各
種
控
除
の
引
き
上
げ

申
告
を

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
人

　
住
民
税
の
申
告
は
、
今
年
の
一
月
一

日
現
在
川
西
町
に
住
ん
で
い
る
人
で
、

前
年
中
に
所
得
が
あ
っ
た
す
べ
て
の
人

　
所
得
税
の
各
種
控
除
額
の
引
き
上
げ

に
伴
い
、
住
民
税
に
お
い
て
も
別
表
の

と
お
り
改
正
が
あ
り
ま
す
。

　
住
民
税
に
も
雑
損
控
除
（
雪
下
ろ
し

経
費
含
む
）
や
医
療
費
控
除
、
生
命
保

険
料
控
除
等
が
あ
り
ま
す
の
で
、
該
当

さ
れ
る
方
は
証
明
書
等
を
忘
れ
ず
に
申

　
　
ち
ょ
う

告
書
に
貼
付
し
て
く
だ
さ
い
。

　　　　　　改正される住民税控除関係
①扶養控除対象となる所得要件

　イ給与、事業、退職所得等自己の勤労所得だけの人　　33万円以下

　ロ上記以外の所得だけの人　　　　　　　　　　　　10万円以下

ハ④と◎両方ある人　　　④×器＋◎が10万円以下
②給与所得最低控除額の引き上げ　収入金額57万円までは全額控除

③勤労学生控除を受けられる所得要件　　　　　　　58万円以下

④個人年金保険料の新設　生命保険料控除とは別枠で3，500円まで

⑤白色の事業専従者控除額　　　　　　　　　　　　　45万円
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各会計決算がまとまる

昭和58年度の各会計決算が12月

定例議会で認定され、決算額につ

いては前月号で紹介したところで
す。

今回は、主な事項を取り上げ、

説明を加えることにしました。

過去最高

1億円台の黒字決算

の

者
西

心
　
　
　
　
　
版

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
度

葛
　
　
昨

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
5

昭
和
五
十
八
年
度
一
般
会
計
決
算
の

概
要
を
ま
と
め
ま
し
た
。

　
一
般
会
計
の
歳
入
総
額
は
二
十
九
億

三
千
四
百
十
七
万
五
百
四
十
七
円
、
こ

れ
に
対
し
歳
出
総
額
は
二
十
八
億
二
千

六
百
八
十
五
万
八
千
九
百
五
十
四
円
で
、

差
し
引
き
一
億
七
百
三
十
一
万
一
千
五

百
九
士
二
円
の
残
額
と
な
り
、
翌
年
度

へ
繰
り
越
さ
れ
ま
し
た
。

　
一
億
円
台
と
い
う
大
幅
な
黒
字
は
過

去
最
高
の
も
の
で
す
。

国庫支出金

鍛懸黎繋

P糠獲欝畿
　霧騨灘鰻

　灘識議

、
糠
幽
華

難
㎜
懲
”
・

繊譲鑛

纒懸
　　　簾

綴

　欝i濾
懸

歳入合計

2，934，171千円

自
主

その他lllllllllllll

350，285
　““““““m

　12．0彩

財源 27．7　勉

歳入決算図表
　（単位1千円）

籍慧
　譲鯉

“甜i、，舗ll
　　税町

　15．7彫

灘

き騰

，、霧鐵難鱗琶

、・1難．護鰯籔

全業種の

最低賃金力峡まる
このたび、新潟県内全業種の最低賃金が決まり

ましたのでお知らせします。

〉新潟県最低賃金

1日3，249円（1時間407円）　全産業適用

59年10月5日実施

〉食料品製造業

　1日3，569円（1時間447円）　ただし、手作

業による包装、レッテルはり、清掃、片付けな

どの業務に主として従事する人は新潟県最低賃

金を適用　59年12月15日実施

〉繊維産業

　1日3，352円（1時間419円）　※糸繰り、糸

始末、清掃などに主として従事する人、メリヤ

　ス縫製、衣服・その他の繊維製品製造業にかか

　わる人は1日3，260円（1時間408円）、ただ
　し、和服製造業、縫製技能習得中の人は新潟県

最低賃金を適用　60年1月2日実施

〉木材・木製品・家具・装備品製造業

　1日3，691円（1時間462円）　※木箱作り、

　袋詰め、清掃、片付けなどに主として従事する

　人、家具・建具製造業で技能習得中の人は1日

　3，357円（1時間420円）59年12月29日実施

〉出版・印刷・同関連産業

　1日3，744円（1時間468円）　※技能習得中
　の人、印刷物の整理、封筒入れ、清掃、片付け

　などの業務に主として従事する人は1日3，387

　円（1時間424円）　59年12月15日実施

［＞機械・金属製品等製造業および自動車整備業

　1日3，806円（1時間476円）　ただし、技能

　習得中の人、軽易な業務に主として従事する人

　は新潟県最低賃金を適用　60年1月3日実施

〉卸売業・小売業

　1日3，491円（1時問437円）　ただし、飲食
　店、清掃、片付け、賄いの業務に主として従事

　する人は新潟県最低賃金を適用

各　難

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
灘
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歳
入
の
状
況

　
町
税
の
伸
び
率
が
前
年
度
対
比
で
一

一
．
一
％
と
な
り
、
県
内
平
均
の
八
・

二
％
を
二
・
九
ポ
イ
ン
ト
上
回
り
ま
し

た
。
　
歳
入
の
四
〇
％
余
り
を
占
め
る
地
方

交
付
税
に
つ
い
て
は
、
特
別
交
付
税
の

豪
雪
分
が
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

前
年
度
の
二
・
五
％
の
増
に
と
ど
ま
り
、

極
め
て
厳
し
い
年
で
し
た
。

　
国
庫
支
出
金
は
、
老
人
保
健
法
に
よ

っ
て
、
民
生
費
国
庫
支
出
金
の
う
ち
の

老
人
医
療
費
関
係
が
老
人
保
健
特
別
会

計
へ
移
っ
た
こ
と
な
ど
に
よ
り
、
前
年

度
対
比
三
四
・
四
％
の
大
幅
な
減
と
な

り
ま
し
た
。

県
支
出
金
の
二
〇
・
○
％
の
減
も
同
様

な
原
因
に
よ
る
も
の
で
す
。

　
町
債
に
つ
い
て
は
、
公
共
事
業
の
抑

制
基
調
と
川
西
中
学
校
の
改
築
が
終
わ

っ
た
こ
と
な
ど
に
よ
り
、
前
年
度
を
一

四
・
四
％
下
回
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　
自
主
財
源
が
三
割
に
も
満
た
な
い
苦

し
い
財
政
状
況
の
下
で
、
国
・
県
の
補

助
事
業
を
よ
り
積
極
的
に
活
用
し
た
も

の
と
い
え
ま
す
。

歳
出
の
状
況

　
歳
出
は
、
予
備
費
を
除
く
十
三
款
の

う
ち
、
前
年
度
決
算
額
を
上
回
っ
た
も

の
は
、
諸
支
出
金
（
一
七
六
．
五
％
）
、

土
木
費
（
三
四
・
八
％
）
、
商
工
費
（

三
三
・
○
％
）
な
ど
の
七
款
が
あ
り
ま

す
。　
諸
支
出
金
の
大
幅
な
伸
び
は
、
中
子

用
地
の
購
入
費
に
国
鉄
用
地
の
購
入
費

が
重
な
っ
た
た
め
で
す
。

　
商
工
費
は
、
松
葉
沢
公
園
造
成
工
事

費
に
よ
る
増
と
い
う
形
で
す
。

　
衛
生
費
で
は
、
人
工
透
析
施
設
設
置

費
負
担
金
や
C
T
ス
キ
ャ
ナ
付
属
品
購

入
負
担
金
な
ど
が
あ
り
、
そ
れ
に
各
種

検
診
委
託
料
の
伸
び
な
ど
が
加
わ
っ
た

こ
と
に
よ
り
、
一
三
・
三
％
の
伸
び
を

示
し
て
い
ま
す
。

　
前
年
度
決
算
額
を
下
回
っ
た
も
の
に

は
、
教
育
費
（
△
四
六
・
六
％
）
、
民

生
費
（
△
二
七
・
○
％
）
な
ど
六
款
が

あ
り
ま
す
。

　
教
育
費
が
大
幅
な
減
と
な
っ
た
理
由

は
、
橘
小
学
校
の
改
築
工
事
（
第
一
年

次
）
が
あ
っ
た
も
の
の
、
前
年
度
に
は

三
億
円
を
超
え
る
川
西
中
学
校
の
校
舎

改
築
工
事
を
完
成
さ
せ
て
い
る
た
め
で

す
。　
民
生
費
に
つ
い
て
は
、
老
人
保
健
特

別
会
計
と
の
絡
み
に
よ
る
減
で
す
。

　
農
林
水
産
業
費
で
は
、
地
域
休
養
施

設
が
七
月
に
オ
ー
プ
ン
し
た
こ
と
に
よ

る
運
営
費
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
が
、
前

年
度
の
同
施
設
の
建
設
工
事
費
が
大
き

か
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
全
体
と
し
て
は

五
十
七
年
度
比
八
・
五
％
の
減
と
な
り

ま
し
た
。

　
極
め
て
厳
し
い
財
政
事
情
の
中
で
、

経
費
節
減
に
努
力
し
た
跡
が
表
れ
た
決

算
と
な
っ
て
い
ま
す
。

82，921円

　　　町民1人当たりは……
単純計算ですが、

歳入の不足分　　　　歳入のうち＿

205，917円は　　　　自主財源

依存財源（国　　　　　（町が自力で集めノ

歳入のうち

自主財源
（町が自力で集めたお金）

歳出288，838円
1”1111111”…1川Illll坦…1…1㎜㎜㎜㎜㎜㎜

・県に）とい

うことになり

ます。

歳出合計
　2，826，859千円

主な歳出　 単位：千円
　　　　　　（）内構成比％

45，538　　（　1．6）議会費

総務費　345，179（12．2）
》基金積立金25，335

民生費　233，024（8．2）
》児童手当扶助18，451

衛生費　197，475（7．0）
〉衛生施設組合負担金49，186》水道企業会計補

助金40，000》老人保健会計繰出金22，992》簡
易水道事業会計繰出金21，000

470　（一）労働費
農林水産業費　518，747　（184）

》フラッシュ施設整備工事38，978》集落下水道

整備工事45，477》地域休養施設本体工事24，893

》同設備工事19，269》同外構工事11，223》同

備品購入18，098レ林道峰方線開設工事24，130

》造林賃金39，684

　商工費　43，467（1．5）
》地方産業育成資金貸付金17，500

　土木費　338，936（12．O）
》国県道工事費負担金11，293〉舗装工事64，451

〉改良舗装工事46，191》道路除雪費光熱水費
27，809》道路除雪委託料30，153》除雪機械借

料12，293》防雪体制整備消雪パイプ工事30，485

レロータリー除雪車購入19，488》準用河川改修

工事14，000

消防費　92，766（3．3）
》広域事務組合負担金91，182

教育費　412，439（14．6）
》住宅購入費18，650》巣鴨文庫図書購入10，000

》橘小学校校舎改築設計等委託料10，946》同本

体工事109，430》同給排水暖房設備工事12，440

レ同電気工事11，780

　災害復旧費　　　73，390　（2．6）

1〉農地農業用施設39件37，990》公共土木施設18

f牛23，164

　公債費　394，868（14．O）
1〉元金230，788》利子163，947

　諸支出金　　130，560　（4．6）
》中子用地購入95，000》国鉄用地購入34，209
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　58年度
決算状況
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全体では

3，500万円の黒字

　昭和58年度には、国民健康保険

や農業共済事業、簡易水道事業な

ど、6つの特別会計が組まれてい
ました。

　特別会計は、特定の事業を実施

する場合や、特定の歳入を特定の

歳出に充てる場合に認められる制

度で、…つの事業の収支を表しま
す。

　特別会計全体では、3，582万6，

288円の黒字が出ました。

農　業　共　済 国保診療所
　農業共済事業全体で4，335万5，

279円の黒字となりました。

　農作物勘定（水稲）には1，353

戸が加人し、引受面積は965加と

なっていますが、水田利用再編対

策などで、前年度より17んα減って

います。

　58年度の水稲の作況指数は101

と並でしたが、稲作技術の向上と

生産組織の力による徹底した防除

とで、病害虫の被害も少なくなり

ました。

　今後も関係機関と連絡を取り合

いながら、被害の未然防止に努力

していきます。

簡　易　水　道
　黒字が78万1，103円出ました。

　水道の使用料は、2，556万1，88

0円で、前年度とほぼ同じ額でし
た。

　水道基本料金は、10㎡当たり1，

500円で、県平均より549円高く

なっています。しかし、56年度か

ら値上げをしていませんので、県

平均に近づいてきたところです。

　生活に欠かすことのできない水

ですから、安定供給を第一に考え

ていかなければなりません。

　千手診療所の決算は、423万6，

021円の不足額が出ました。

　歳入の96．1％を診療収入が占

めています。歳出では、医業費が

全体の50．4％、総務費が47．8

％という数字です。

　健康を守る施設として、皆さん

から大いにご利用いただきたいも

のです。

へき地出張診療所

　713万6，633円の赤字決算でし

たが、仙田地区の皆さんの健康を

守る機関としてご理解ください。

　診療収入が予算額の55．2％に

とどまり、…般会計からの繰入金

に大きく依存する形となりました。。

老　人　保　健
　　老人保健会計は、お年寄りの医

o療費を明確にするために設けられ

6た会計です。対象者は1，032人で、

　このうち613人が国民健康保険の

　加入者です。

　　医療給付費は、1万2，627件・

　4億3，711万7，674円で、1人当

1たりの給付額は42万3，564円です。1
ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ

1　赤字が42万5，022円生じました。1

国民健康保険
　58年度の国民健康保険加人状況

は、1，401世帯・4，562人となっ

ており、加入者は町全体の48．6

％という数字です。

　1世帯当たりの保険料は11万5，

249円、1人当たりでは3万5，39
3円となっています。

　決算額は、348万7，582円の黒
字が出ました。

　歳入は、国庫支出金が全体の61

．4％を占め、保険料は36．4％
でした。

　歳出では、保険給付費が全体の

49．6％と前年度より大幅に下が

っていますが、これは老人保健と

の関係で、その分は老人保健拠出

金として支出されています。実質

的な給付費の比率は95．1％とい

うことで、前年度より4ポイント

高くなりました。

　集団検診を進んで受け、健康の

自己管理を積極的に行っていただ

くことが、国民健康保険会計の健

全運営につながっていくことをご

認識ください。
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不
倫
に
燃
え
た
「
ま
ん
」
女

　
女
性
の
地
位
が
き
わ
め
て
低
か
っ
た

時
代
に
、
こ
れ
は
ま
た
、
開
放
的
な
現

代
の
女
た
ち
で
さ
え
驚
く
よ
う
な
、
い

じ
ら
し
く
も
不
倫
に
生
き
た
一
人
の
若

妻
の
物
語
で
あ
る
。
ま
ず
は
始
め
に
、

写
真
の
「
証
文
之
事
」
に
目
を
通
し
て

い
た
だ
き
た
い
。

　
　
継
鰯
懲
懸
　
　
　
　
・

難
撚
獺
灘
顯
雛
懸
難
馨

獲灘

撒
纏
灘
撚
搬
嚢
灘
響
灘
－

・
灘
・
灘
難
雛
㎜
灘
灘
錨
羅
鐵
灘
繍
灘
籔

灘
　
灘
馨
嚢
辮
懸
躍
灘
繋
灘
∞
∞
幾
纏
鰹
羅
難

鍵
羅
灘
鰯
難
獲
騒

灘
蒙
鞭
購
魏
護
藻
総
躍
欝
灘
灘
灘

鱗
馨
聾
懇
鐵
灘
灘
籔
“
難
難
灘
繍
灘
縫
醗
撚
灘
鍵

覆
誘
鐵
撫
鰍
雛
難
覇
鎌
撚
　
覇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
撫
難
懇
懸

1【9】

「証文之事」

　
　
　
証
文
之
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
か
り
な
り

一
、
我
等
娘
ま
ん
年
弐
拾
に
羅
成
候
を

当
四
年
先
θ
ノ
年
キ
殿
嫉
陣
に
く
れ
申

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
う
さ
ず

所
何
角
と
申
其
方
に
志
た
が
へ
不
申

ふ
義
　
其
故
ま
ん
身
故
に
今
度
申
し
わ

ま
か
り
な
ら
ざ
る
し
あ
い
し
ゅ
つ
ら
い
い
た
し

け
不
成
羅
仕
合
出
来
致
何
共
め
い
わ
K

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
と
こ
し
た

仕
候
　
ぜ
ひ
な
く
ま
ん
一
代
の
間
男
為

さ
せ
ま
じ
く

致
間
敷
候
と
訟
訴
仕
候
へ
ば
御
免
被
下

恭
奉
存
候
　
此
故
な
が
ら
今
後
何
方
に

　
お
と
こ
つ
か
ま
つ
り

て
も
男
仕
候
へ
ば
　
何
程
に
も
其
方
御

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
さ
さ
か

は
か
ら
い
可
被
成
候
　
其
時
少
も
御
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
よ
っ
く
だ
ん
の
ご
と
し

ら
み
申
間
敷
候
　
為
其
証
文
伽
て
如
件

　
　
　
　
　
　
さ
る

　
　
元
禄
五
年
申
三
月
十
七
日

　
　
　
　
　
小
白
倉
村
親

　
　
　
　
　
　
同
村
長
四
郎

　
　
　
　
　
　
同
村
長
兵
衛

　
い
わ
せ
村
長
三
郎
殿

　
　
　
　
　
　
扱
人
同
村

　
　
　
　
　
　
　
　
　
孫
七

　
　
　
　
　
　
同
断
大
白
倉
村

　
　
　
　
　
　
　
　
　
清
右
エ
門

　
私
ど
も
の
娘
「
ま
ん
」
が
二
十
歳
に

な
り
、
四
年
前
の
巳
の
年
に
貴
殿
へ
女

房
に
く
れ
た
。
と
こ
ろ
が
、
　
「
ま
ん
」

は
貴
殿
の
言
う
こ
と
を
聞
か
ず
、
そ
の

う
え
、
申
し
訳
け
の
な
い
不
義
を
働
く

始
末
で
私
ど
も
も
迷
惑
し
て
い
る
。
本

来
な
ら
貴
殿
が
「
ま
ん
」
の
所
業
を
訴

え
出
て
も
当
然
な
の
に
、
あ
え
て
許
し

て
く
だ
さ
っ
た
温
情
を
か
た
じ
け
な
く

思
う
。
今
後
、
　
「
ま
ん
」
が
男
関
係
で

問
題
を
起
こ
す
よ
う
な
こ
と
が
あ
れ
ば
、

い
か
よ
う
に
で
も
貴
殿
の
意
の
ま
ま
に

取
り
計
ら
っ
て
も
ら
い
た
い
。
そ
の
と

き
、
私
ど
も
は
い
さ
さ
か
も
恨
む
つ
も

り
は
な
く
、
後
日
の
た
め
こ
の
証
文
を

し
た
た
め
る
、
と
い
う
よ
う
な
意
味
に

と
れ
る
。
親
も
あ
き
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。

　
女
の
意
地
を
貫
こ
う
と
し
た
か
、
そ

れ
と
も
、
情
熱
的
で
ひ
た
す
ら
不
義
の

恋
に
身
を
焦
が
し
た
か
っ
た
か
、
華
や

ぐ
元
様
の
時
代
を
生
き
た
「
ま
ん
」
は
、

　
か「
嫁
し
て
は
夫
に
従
え
、
多
情
で
乱
倫

な
れ
ば
去
れ
」
と
諭
し
た
七
去
、
三
従

の
教
え
を
ま
だ
知
ら
な
か
っ
た
。

　
元
禄
五
年
は
一
六
九
二
年
で
、
　
「
ま

ん
」
が
存
在
し
た
の
は
お
よ
そ
三
百
年

も
前
の
話
に
な
る
。
申
三
月
十
七
日
は
、

現
在
の
太
陽
暦
に
換
算
す
る
と
風
薫
る

：
纏
辮
騰
…

五
月
二
日
に
当
た
っ
て
い
る
。
雪
に
虐

げ
ら
れ
た
長
い
冬
が
終
わ
り
、
仙
田
の

谷
は
待
っ
て
い
た
よ
う
に
花
咲
き
鳥
が

　
　
　
　
　
　
　
　
お
う

歌
っ
た
。
そ
の
春
を
謳
歌
し
、
ブ
ナ
の

も萌
え
る
躍
動
の
季
節
に
「
ま
ん
」
も
ま

た
不
義
の
恋
に
燃
え
た
の
で
あ
っ
た
か
。

　
「
ま
ん
」
は
、
い
っ
た
い
ど
ん
な
女

だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
だ
い
い
ち
、
名

前
が
「
ま
ん
」
と
は
気
に
入
っ
た
し
、

証
文
の
内
容
か
ら
い
っ
て
も
、
た
だ
単

に
、
口
答
え
し
て
夫
の
言
う
こ
と
を
聞

か
な
か
っ
た
だ
け
の
平
凡
な
女
と
は
考

え
に
く
い
。
一
つ
屋
根
の
下
に
同
居
し

な
が
ら
四
年
間
も
夫
に
従
わ
な
い
で
過

ご
し
、
そ
の
一
方
で
不
義
を
重
ね
て
い

た
よ
う
で
あ
る
。
嫁
に
来
て
ま
も
な
く

す
て
き
な
男
性
に
巡
り
会
っ
た
か
、
そ

れ
と
も
多
情
で
、
夫
以
外
の
男
な
ら
だ

れ
で
も
良
か
っ
た
の
か
、
と
す
れ
ば
ど

う
し
て
長
三
郎
に
嫁
い
だ
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
し
ま

　
こ
の
時
代
の
二
十
歳
は
年
増
と
も
い

え
る
か
ら
、
生
ま
れ
育
っ
た
白
倉
の
里

に
好
き
な
男
性
が
い
た
と
し
て
も
お
か

し
く
な
い
。
そ
れ
が
、
家
と
家
と
の
結

び
つ
き
か
ら
二
人
の
仲
を
引
き
裂
か
れ
、

無
理
や
り
に
長
三
郎
へ
嫁
に
や
ら
さ
れ

た
の
で
は
な
か
っ
た
か
。
愛
人
に
操
を

立
て
る
「
ま
ん
」
は
、
嫁
し
て
な
お
夫

に
従
わ
な
か
っ
た
と
み
る
こ
と
も
で
き

る
。
　
明
和
九
年
（
一
七
七
二
）
に
ま
と
め

　
　
　
　
　
　
み
ち
の
り

た
「
仙
田
之
谷
道
法
書
上
帳
」
に
よ
る

と
、
岩
瀬
か
ら
大
倉
、
大
白
倉
を
経
て

小
白
倉
に
至
る
道
は
お
よ
そ
二
里
に
近

く
、
こ
の
間
に
は
大
き
な
峠
が
二
つ
あ

り
、
道
幅
は
狭
く
、
谷
、
坂
、
ヘ
ツ
リ

の
続
く
つ
づ
ら
折
り
の
難
路
で
あ
っ
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ほ

こ
と
が
分
か
る
。
　
「
惚
れ
て
通
え
ば
千

里
も
一
里
」
と
や
ら
、
白
倉
の
美
男
が

　
　
　
　
　
　
お
う
せ

夜
ご
と
通
っ
て
逢
瀬
を
重
ね
た
が
、
冬

季
は
雪
で
道
が
途
絶
え
て
不
可
能
と
な

っ
た
。
そ
れ
が
、
雪
消
え
を
待
っ
て
再

開
さ
れ
た
も
の
の
、
夫
の
長
三
郎
に
見

　
　
　
　
　
　
さ
　
た

つ
か
っ
て
表
沙
汰
に
な
り
、
木
の
芽
ホ

グ
レ
の
五
月
に
入
っ
て
よ
う
や
く
和
解

し
た
と
み
る
こ
と
も
で
き
る
。

　
そ
れ
に
し
て
も
、
元
禄
時
代
の
仙
田

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
わ

村
に
、
こ
れ
だ
け
達
筆
で
詫
び
証
文
の

書
け
る
人
物
が
い
た
こ
と
に
驚
く
。
お

そ
ら
く
、
　
「
ま
ん
」
の
両
親
は
読
み
書

き
の
で
き
る
有
能
な
百
姓
で
、
良
家
の

子
女
と
し
て
育
て
ら
れ
た
「
ま
ん
」
は

グ
ラ
マ
ー
な
ジ
ャ
ジ
ャ
馬
で
あ
っ
た
か

も
知
れ
な
か
っ
た
。
と
も
あ
れ
、
こ
の

一
件
か
ら
百
八
十
三
年
後
の
明
治
八
年

（
一
八
七
五
）
に
な
っ
て
も
、
加
減
乗

除
を
教
え
る
こ
と
の
で
き
る
教
師
は
ご

く
少
数
で
あ
っ
た
（
橘
小
学
校
百
年
誌
）

と
い
い
、
ま
た
、
同
二
十
一
年
（
一
八

八
八
）
に
赤
谷
の
若
い
衆
は
六
人
に
一

人
が
文
盲
で
あ
っ
た
（
長
谷
川
政
吉
談
）

と
い
う
事
実
を
考
え
る
と
、
こ
の
証
文

を
書
い
た
「
ま
ん
」
の
両
親
か
、
あ
る

い
は
そ
の
代
筆
者
に
脱
帽
す
る
。

　
元
豫
五
年
の
人
口
動
態
は
小
白
倉
が

二
二
戸
で
一
六
一
人
、
岩
瀬
は
二
戸

で
一
〇
一
人
（
中
魚
沼
郡
誌
）
を
数
え

て
お
り
、
情
熱
の
女
「
ま
ん
」
は
こ
の

中
に
確
か
に
居
た
。
人
の
世
の
一
代
を

お
よ
そ
二
十
五
年
の
目
安
で
計
算
す
る

と
、
十
二
代
前
に
「
ま
ん
」
女
が
居
た

こ
と
に
な
り
、
ガ
マ
の
油
売
り
式
に
、

一
人
に
つ
い
て
二
人
の
両
親
を
た
ど
っ

て
い
く
と
二
〇
四
八
人
目
に
「
ま
ん
」

に
突
き
当
た
る
。
世
は
元
隷
と
い
っ
て

も
、
き
つ
か
っ
た
封
建
時
代
に
仙
田
女

の
た
く
ま
し
さ
を
余
す
と
こ
ろ
な
く
示

し
た
「
ま
ん
」
は
、
い
っ
た
い
、
ど
こ

の
家
の
祖
先
に
当
た
る
の
だ
ろ
う
か
。

岩
瀬
の
某
家
の
当
主
は
こ
と
し
還
暦
を

迎
え
た
が
、
　
「
ま
ん
」
の
血
を
受
け
継

　
い
で
か
、
今
な
お
歯
も
眼
も
達
者
だ
と

村
の
衆
は
う
わ
さ
し
て
い
る
。
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霞躍㎏臥
．噸幽魅血血喚

　立春が過ぎましたが、豪雪に見

舞われた今年は、雪に囲まれての

暮らしの折り返し点がようやく見

えてきた、というところでしょう
か。

　日一日と暖かさが増し、雪消え

が早まるのはけっこうですが、そ

れとは裏腹に雪崩の危険も増して

きます。事故に遭わないようご注
意ください。

学
校
町
．
神
社
町
の
子
供
た
ち

「
鳥
追
い
」
を
体
験
し
ま
し
た

灘

欝
態
雛
簾

鍵

激しく降りしきる雪の中で

　
裏
町
親
和
会
は
、
学
校
町
と
神
社
町

の
若
い
衆
の
集
ま
り
で
す
。

　
先
月
十
四
日
に
は
、
町
内
の
子
供
た

ち
に
鳥
追
い
行
事
を
体
験
さ
せ
て
や
ろ

う
と
い
う
こ
と
で
、
大
き
な
「
ほ
ん
や

ら
洞
」
を
上
新
井
集
落
開
発
セ
ン
タ
ー

前
に
作
り
ま
し
た
。

　
子
供
た
ち
は
午
後
六
時
に
「
ほ
ん
や

ら
洞
」
に
集
合
。
お
も
ち
で
腹
ご
し
ら

え
を
し
た
後
、
先
が
見
え
な
い
ほ
ど
降

り
し
き
る
雪
も
な
ん
の
そ
の
、
拍
子
木

を
打
ち
鳴
ら
し
、
元
気
に
鳥
追
い
の
歌

を
歌
っ
て
町
内
を
一
回
り
し
ま
し
た
。

　
「
あ
の
鳥
ど
こ
か
ら
追
っ
て
き
た
…

．
．
・
」
。
大
き
な
声
が
夜
空
に
響
き
ま
す
。

町民スキー六会

大ぜい参加してください

　川西町スキー協会では、次のと

おり町民スキー大会を行います。

大ぜいの参加を期待しています。

①滑降・回転

［＞日日寺　　2月17日　（日）

　　　　午前9時から

〉場所　千手羽黒山スキー場（千

　　　　手浄水場隣）

〉参加資格　川西町民および川西

　　　　町に勤務・在学する人（

　　　　小・中学生を除く）

〉参加料不要
②距離

〉日日寺　　2月24日　（日）
　
　
　
　
高
勤

　
　
　
ド
　
、
内

　
　
　
ン
生
町

　
ら
ウ
学
（

）
か
ラ
中
民

日
分
グ
・
町

（
3
0
校
小
般
）

日
時
学
内
一
む

24

8
中
町
、
含
要
限

月
前
西

2
午
川
格
校
務

　
　
　
　
資
　
　
　
料
込

　
　
所
加

　
　
　
場
参

　
　
　
〉
〉
　
　
　
〉
◎

生
者
不
期
転

　
　
　
　
み
回

　
　
　
加
し
降
し
合
1
6
総
線

　
　
参
申
滑
申

　
　
　
　
　
　
　
◎

・回転・距離とも2月16日

込み・問い合わせ先

　
ル
　
　
　

る
　
メ
イ
し

智
は
n

〔
た
3

課
ま
）

育
〕
6
8

教
8
（

会
5
8
盈
。

社
5
〔
へ

内
線
木
〕

館
有
押
3

育
　
課
1
3

体
7
務
2

総
2
場
有

本ご力渤、ノレ子俺等
お年玉つき年賀はがき

確率の高い？

　千手郵便局
1等賞品を受け取る星名さん（右）

　
お
年
玉
つ
き
年
賀
は
が
き
の
当
選
賞

品
の
引
き
換
え
が
先
月
二
十
一
日
か
ら

始
ま
り
ま
し
た
。

　
千
手
郵
便
局
で
は
、
こ
れ
ま
で
に
二

人
の
一
等
当
選
者
が
申
し
出
ま
し
た
。

　
こ
の
幸
運
の
方
は
、
坪
山
の
高
橋
美

枝
さ
ん
（
千
手
小
六
年
）
と
、
沖
立
の

星
名
富
一
さ
ん
で
す
。
当
選
番
号
は
、

い
ず
れ
も
6
3
3
0
0
8
番
で
、
千
手

郵
便
局
か
ら
出
さ
れ
た
も
の
と
十
日
町

市
内
か
ら
出
さ
れ
た
も
の
で
し
た
。

　
千
手
郵
便
局
で
は
、
今
年
は
二
十
万

三
千
通
の
年
賀
は
が
き
を
配
達
し
た
と

の
こ
と
で
す
。
局
区
内
に
は
二
千
五
百

世
帯
・
九
千
九
百
人
の
方
が
い
ま
す
。

　
千
手
郵
便
局
か
ら
は
、
お
と
と
し
も

一
等
が
二
本
出
て
い
ま
す
。

　
あ
な
た
は
当
た
っ
て
い
ま
せ
ん
か
。

一
等
は
A
組
8
2
8
2
5
8
、
A
・
B

組
共
通
2
8
7
1
7
2
．
3
3
2
1
8

7
・
6
3
3
0
0
8
で
す
。
　
（
他
は
局

で
お
調
べ
く
だ
さ
い
）

『
雪
に
も
め
げ
ず
』

五
九
豪
雪
の
記
録
集

　
い
か
が
で
す
か

　
町
で
は
、
　
『
雪
に
も
め
げ
ず
（
五
九

豪
雪
の
記
録
）
』
を
昨
年
末
に
発
刊
し
、

大
ぜ
い
の
方
か
ら
ご
注
文
い
た
だ
き
、

お
届
け
し
ま
し
た
が
、
も
う
少
し
残
部

が
あ
り
ま
す
。

　
購
入
ご
希
望
の
方
は
、
総
務
課
に
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
一
部
千
円
で
す
。
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木
落
の
和
久
井
精
一
さ
ん

　
板
碑
が
ま
た
一
基
発
見
さ
れ
ま
し
た
。

場
所
は
木
落
の
和
久
井
精
一
さ
ん
宅
で

す
。
　
昨
年
暮
れ
の
こ
と
、
町
の
文
化
財
調

査
審
議
委
員
の
山
岸
真
治
さ
ん
か
ら
、

慧
謹
縄
．
、

町で33基目の板碑

木
落
に
板
碑
ら
し
い
も
の
が
あ
る
そ
う

な
の
で
確
認
し
て
ほ
し
い
、
と
の
連
絡

が
歴
史
民
俗
資
料
館
に
あ
り
、
た
ま
た

ま
町
史
の
関
係
で
塚
の
調
査
に
来
ら
れ

た
十
日
町
市
博
物
館
の
阿
部
恭
平
さ
ん

と
と
も
に
直
行
し
、
板
碑
で
あ
る
こ
と

を
確
認
し
ま
し
た
。

　
板
碑
と
し
て
確
認
さ
れ
た
の
は
昨
年

暮
れ
で
す
が
、
実
際
に
発
見
さ
れ
た
の

は
一
昨
年
の
六
月
で
し
た
。
庭
池
に
排

水
管
を
施
設
す
る
た
め
、
庭
の
隣
の
畑

に
溝
を
掘
っ
て
い
た
と
こ
ろ
、
地
下
一

メ
ー
ト
ル
く
ら
い
の
と
こ
ろ
か
ら
出
土

し
た
と
の
こ
と
。
板
碑
と
分
か
る
ま
で

は
、
　
「
気
味
が
悪
い
の
で
墓
地
に
持
っ

て
行
き
、
お
灯
明
を
上
げ
て
い
た
」
と

い
う
こ
と
で
、
確
認
し
た
と
き
は
墓
地

に
あ
り
ま
し
た
。

　
板
碑
と
い
う
の
は
、
鎌
倉
時
代
か
ら

室
町
時
代
に
か
け
て
、
関
東
を
中
心
に

流
行
し
た
一
種
の
石
製
塔
婆
で
す
が
、

中
魚
沼
地
方
で
は
川
西
町
に
集
中
し
て

発
見
さ
れ
て
お
り
、
町
で
発
見
さ
れ
た

も
の
は
こ
れ
で
三
十
三
基
を
数
え
ま
す
。

そ
の
ほ
と
ん
ど
が
南
北
朝
時
代
の
も
の

で
、
し
か
も
南
朝
年
号
が
圧
倒
的
に
多

く
、
刻
ま
れ
た
尊
像
も
阿
弥
陀
系
の
も

の
が
多
い
と
い
う
こ
と
が
大
き
な
特
徴

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
和
久
井
さ
ん
宅
の
板
碑
に
は
残
念
な

が
ら
紀
年
銘
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
刻
ま

れ
た
尊
像
が
川
西
町
に
は
数
少
な
い
バ

ン
（
U
金
剛
界
大
日
如
来
）
で
あ
る
こ

と
、
こ
れ
ま
で
一
基
も
確
認
さ
れ
て
い

な
か
っ
た
木
落
で
発
見
さ
れ
た
こ
と
、

な
ど
、
文
化
財
と
し
て
も
、
こ
の
地
方

の
中
世
史
の
上
で
も
、
貴
重
な
資
料
と

な
り
そ
う
で
す
。

【11】

風俗営業法を改正
取り締まりから
　　　　健全イヒヘ

　　ー十日町警察署一

　新風俗営業法は、昭和60年2月13日から施

行になります。

　対象営業と各種申請等は、次のとおりです。

①風俗営業

＊申請書、届出書は2通提出

＊ゲーム機設置営業を営んでいる人は、法施

　行後3か月以内に許可申請書を提出のこと

②風俗関連営業

＊個室付浴場、ストリップ劇場、のぞき劇場、

　ラブホテル、モーテル、アダルトショップ

　などの営業を営もうとする人は、営業の種

　別に応じて、営業所ごとに公安委員会へ届

　出書を提出

＊届出書は営業開始の10日前までに提出

＊既設営業者は、法施行後1か月以内に届け

　出をしないと特別の適用がなくなる

③深夜における酒類提供飲食店営業

＊バー、酒場、その他客に酒類を提供して営

　む飲食店営業を深夜（午前0時以降）にお

　いて営もうとする人は、営業所ごとに公安

　委員会に届出書を提出

＊届出書は営業開始の10日前までに提出

＊既設営業者は、法施行後1か月以内に届け

　出をしないと特例の適用がなくなる

※問い合わせは、十日町警察署〔奮62）3171〕

防犯少年課へ。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
嘱
．

わ
し
の
　
　
磯

　
　
　
　
自
慢
無

　
　
　
　
　
　
　
　
　
●
　
　
、
、
惇
、

香
り
ほ
の
か
な

ソ
ー
プ
・
バ
ス
ケ
ツ
ト

　
　
大
白
倉

　
　
　
　
高
橋
ハ
リ
さ
ん

　
「
趣
味
と
い
う
こ
と
で
も
な
い
ん

で
す
が
、
体
を
悪
く
し
て
か
ら
た
い

く
つ
し
の
ぎ
に
手
ま
り
や
ソ
ー
プ
・

バ
ス
ケ
ッ
ト
を
作
り
、
毎
日
を
過
ご

し
て
い
る
ん
で
す
」

　
高
橋
さ
ん
は
、
七
年
前
に
脳
卒
中

で
倒
れ
、
あ
る
程
度
回
復
は
し
た
も

の
の
、
気
候
が
悪
い
と
き
は
左
半
身

の
具
合
も
思
わ
し
く
な
い
と
い
わ
れ

る
。
　
「
手
ま
り
は
五
年
前
か
ら
始
め
ま

し
た
。
し
ん
は
発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
を

使
い
、
中
に
鈴
を
入
れ
て
い
ま
す
」

　
今
ま
で
に
作
っ
た
手
ま
り
は
三
百

五
十
個
に
も
及
び
、
お
と

と
し
の
春
に
は
仙
田
保
育

園
の
園
児
た
ち
に
プ
レ
ゼ

ン
ト
さ
れ
た
と
の
こ
と
。

　
「
ソ
ー
プ
・
バ
ス
ケ
ッ

ト
は
去
年
の
六
月
に
東
京

の
娘
か
ら
習
っ
て
き
ま
し

た
。
中
に
化
粧
せ
っ
け
ん

が
入
っ
て
い
る
の
で
ほ
の

か
な
香
り
が
漂
い
ま
す
」

　
毎
年
、
六
月
に
な
る
と
東
京
の
娘

さ
ん
三
人
の
と
こ
ろ
へ
遊
び
に
行
か

れ
る
と
の
こ
と
で
、
そ
れ
ぞ
れ
立
ち

寄
っ
て
く
る
と
一
か
月
く
ら
い
は
ま

た
た
く
間
に
過
ぎ
て
し
ま
う
ら
し
い
。

　
「
材
料
は
ラ
ッ
ク
ス
と
い
う
せ
っ

け
ん
。
ほ
か
の
も
の
は
乾
く
と
割
れ

て
し
ま
い
ま
す
。
そ
れ
に
ピ
ン
が
七

十
四
本
、
リ
ボ
ン
は
三
か
ら
五
メ
ー

ト
ル
く
ら
い
必
要
で
す
」

　
花
な
ど
の
飾
り
は
東
京
の
娘
さ
ん

た
ち
が
代
わ
り
代
わ
り
送
っ
て
く
れ

る
と
の
こ
と
。

　
「
自
分
で
は
こ
し
ら
え
て
み
る
だ

け
で
す
。
一
日
一
つ
く
ら
い
が
い
い

と
こ
ろ
で
、
作
っ
た
数
は
五
十
く
ら

い
で
し
ょ
う
か
。
家
族
の
理
解
で
好

き
な
よ
う
に
や
ら
せ
て
も
ら
っ
て
い

ま
す
の
で
あ
り
が
た
い
で
す
」

　
こ
れ
か
ら
も
気
の
向
く
ま
ま
に
手

ま
り
や
ソ
ー
プ
・
バ
ス
ケ
ッ
ト
を
作

り
、
希
望
の
方
に
差
し
上
げ
、
笑
顔

に
接
す
る
こ
と
を
楽
し
み
に
し
た
い

と
目
を
細
め
ら
れ
た
。

こたつでr作品展示会」
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十日町高校定時制で

生徒募集
◎募集定員　普通科第1学年40人

◎入学学力検査　3月18日

　　　　　検査教科はr国語」

　　　　　　「社会」　「数学」　「

　　　　　理科」　r英語」の5

　　　　　教科
◎出願手続　入学願書、受検票、

　　　　　調査書、入学考査料

　　　　　　（400円の県収入証

　　　　　紙）を在学（出身）

　　　　　中学校長を経て、十

　　　　　日町高等学校長に提

　　　　　出
※詳しくは、十日町高等学校定時

制〔智（52）3575〕へ。

交通事故の相談

無料で応じています

職場の

　除雪作業を安全に

十日町労働基準監督署

　昨年末からの豪雪は、多くの被

害を発生させています。

　県内の職場でも、屋根の除雪作

業などで死亡事故が起こっていま
す。

　まだまだ雪は降り続きます。こ

のような災害を防止するため、事

業者、作業員とも次のことを守り、

安全に作業をしてください。

①1乍業を始める前に、建物の所有
　　　　　　　　　　　　せっ　者と作業者とで建物の構造、雪
　ぴ
　庇の状況、作業方法等の打ち合

　わせをする。

②作業は2人以上で行い、作業中

　は安全帯を着用する。

③除雪機械の運転は資格のある人

　力ぐ行』うこと。

⑳⑦㊦、

韮 …
一皿　一

ロ　　ー
マ ≡…三　　　

目 　…≡　　　　　　
一一　

危険物取扱者

試験の案内

　新潟県では、消防法の規定に基

づく危険物取扱者試験を次のとお

り実施します。

①試験期日　3月14日

②試験場所　小干谷市

③試験の種類　乙種第4類、丙種

④願書の受付期限　2月13日

・願書は、十日町地域消防本部と

　川西分遣所に用意してあります。

　交通事故で、その解決にお困り

の方は、次の相談センターをお気

軽にご利用ください。無料で相談

に応じています。

◎季目言炎戸斤名

　日本損害保険協会　新潟自動車

　保険請求相談センター

＊住所　新潟市本町通七番町1082

　興亜火災新潟支店ビル5階　新
　潟調査事務所内〔智0252（25）

　1851〕

◎本目言炎日寺間

　平日は午前9時30分から午後4

　時40分まで、土曜日は正午まで

　（第2土曜日は休み）

※専門の相談員が親身になって相

　談に応じます。弁護士相談日は

　毎週水曜日午後1時から4時ま

　でです。電話での相談も受けて

　います。

　
の
諮
7
ハ
∵
へ
総

　
　
　
　
へ

　
曾
　
テ

危険物取扱者

保安講習を実施

　新潟県危険物安全協会では、次

のとおり危険物取扱者保安講習を

実施します。

①種類　甲種・乙種・丙種危険物

　取扱者保安講習

②受講の義務　危険物の取扱作業

　に従事する危険物取扱者は、定

　められた期間内に講習を受けな

　ければなりません。これに違反

　した場合は危険物取扱者免状の

　返納を命じられることがありま

　す。

③講習期日・会場　3月19日　長

　岡自治会館

④受講受付期間　2月12日～20日

⑤受講申込先　〒951新潟市学校

　町通2番町5293番地　学校町ビ
　ル内新潟県危険物安全協会

⑥講習手数料　2，700円（新潟県

　収入証紙で納入）

・受講申請書は、十日町地域消防

　本部と川西分遣所に用意してあ

　ります。

危険物取扱者試験

受験準備講習を実施

　新潟県危険物安全協会では、次

のとおり受験準備講習を実施しま

す。

①期日・会場・種類

＊2月21日　長岡自治会館　丙種

　定員180人

＊2月22日～23日　長岡自治会館

　乙種定員180人

・申込先　〒940長岡市大島新田

　4丁目大島運輸内長岡地区支会

＊2月28日　南魚沼郡広域事務組

　合消防本部内南魚沼地区支会

　丙種定員12Φ人

・申込先　〒949－64塩沢町大字

　竹俣82－2　南魚沼郡広域事務
　組合消防本部内南魚沼地区支会

②受講料

＊危険物安全協会員　乙種3，000

　円　丙種2，500円

＊非安全協会員　乙種6，000円

　丙種5，000円

③申込期間　講習開催日の14日前

　から7日前まで（定員に達した
　場合は締め切る）
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出思
善次

の
善
意
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

囹
豪
雪
見
舞
寄
付
金

※
第
四
銀
行
（
中
村
正
秀
取
締
役
頭
取
）

　
か
ら
五
万
円

※
新
潟
相
互
銀
行
（
大
森
廣
作
代
表
取

締
役
）
か
ら
五
万
円

囹
社
会
福
祉
協
議
会
へ

※
昭
和
交
通
従
業
員
一
同
か
ら
五
千
二

　
百
十
四
円

※
富
井
敏
さ
ん
（
上
野
）
か
ら
一
二
万
円

※
小
林
英
夫
さ
ん
（
中
仙
田
）
か
ら
一
二

　
万
円

※
水
品
幸
夫
さ
ん
（
新
町
新
田
）
か
ら

一
一
万
円

※
高
橋
盛
郎
さ
ん
（
寺
尾
）
か
ら
三
万

　
円

※
斎
藤
幸
作
さ
ん
（
上
野
）
か
ら
一
二
万

円
●
佐
藤
義
一
さ
ん
（
下
条
・
上
新
田
）

か
ら
、
道
祖
神

●
田
村
文
作
さ
ん
（
高
原
田
）
か
ら
、

蔵
の
カ
ギ
、
戸
車
、
ハ
ェ
取
り
器
、

　
豆
腐
台
、
S
型
、
ほ
か
多
数

●
北
堀
亀
雄
さ
ん
（
小
白
倉
）
か
ら
、

　
リ
ン
棒
、
ニ
カ
ケ
棒

●
江
口
知
さ
ん
（
小
白
倉
）
か
ら
、
小

　
切
り
マ
ン
グ
ワ
、
ク
ビ
木
、
荷
つ
け

リ鞍
、
ジ
ロ
ワ
ク
、
ハ
モ
、
マ
ン
グ
ワ
、

　
　
す
き

馬
耕
鋤
、
国
民
服
み
そ

●
藤
沢
部
落
か
ら
、
味
噌
煮
道
具
一
式
、

　
ハ
リ
坊
主

●
茂
野
寅
一
さ
ん
（
下
平
新
田
）
か
ら
、

鉄
ナ
ベ

●
中
島
善
実
さ
ん
（
上
野
）
か
ら
、
炭

焼
用
カ
キ
出
し

●
富
井
源
三
さ
ん
（
上
野
）
か
ら
、
肥

　
カ
ギ
、
ジ
ュ
ウ
ノ
ウ

●
中
条
荘
司
さ
ん
（
大
倉
）
か
ら
、
ア

　
ン
カ
、
鉄
ナ
ベ
、
火
鉢
、
ほ
か

●
小
島
利
幸
さ
ん
（
新
町
新
田
）
か
ら
、

　
肥
ゾ
．
リ
、
小
手
縄
な
い
機
、
ワ
ラ
ツ

　
　
　
　
　
　
き
ね

　
ブ
シ
、
米
つ
き
杵
、
コ
バ

●
高
橋
惣
治
さ
ん
（
室
島
）
か
ら
、
画

串う

巾
●
羽
鳥
仁
平
さ
ん
（
伊
友
）
か
ら
、
九

尺
ム
シ
ロ

●
村
山
義
雄
さ
ん
（
伊
友
）
か
ら
、
九

尺
ム
シ
ロ

●
越
ケ
沢
部
落
か
ら
、
道
祖
神

●
山
岸
真
治
さ
ん
（
霜
条
）
か
ら
、
タ

　
ン
コ
ロ
、
土
器
片
、
磨
石

※
歴
史
民
俗
資
料
館
へ
民
俗
資
料
を
お

寄
せ
く
だ
さ
い
。
連
絡
い
た
だ
け
れ
ば

係
が
伺
い
ま
す
。
　
〔
費
（
6
8
）
2
1

2
8
　
有
線
3
0
9
4
〕
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新
し
い
嘱
託
員

　
　
…
…
②
　
（
敬
称
略
）

【
上
野
地
区
】

○
元
町

○
下
平
新
田

砺
内

押
木
元
男

沢
口
富
士
雄

謬

▽
前
号
で
山
野
田
住
宅
を
横
山
乙
和
さ

ん
と
し
て
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
が
、
本

田
雄
二
さ
ん
に
代
わ
っ
て
い
ま
す
。

▽
仙
田
地
区
は
、

す
。

三
月
号
に
掲
載
し
ま

譜傷電の噸
麟突。岨
壽
馨

憂
・・今回は

　　ありません。

㌔＿＿訓螂〆

．
．
竃
、
壌
ノ

一
9
一
一
．
9
．
一
一
．
＝
．
．
．
．
．
9
．
…
。
．
．
．
．
．
…
．
．
．
一
．
．
一
一
一
．
．
．
．
．
三
一
．
．
9
一
三
一
．
．
．
ξ
一
．
．
一
一
一
三
一
一
り
一
ξ
一
一
．
．
，
｛
．
．
．
．
三
一
．
．
．
一
一
…
一
一
。
．
～
㌔
一
ξ
｝
9
…
｝
｛
多
一
一
一
｝
一
三
一
…
｛
一
頓
一
一
．
一
一
ξ
－
一
騨
一
一
一
。
…
。
…
ξ
一
一
～
，
｛
…
f

どんどメ荒声」無菟

　　　　一　．賊・C
のズ望が止がる＼ぐ
　　　　　　　　　　　　　　　　　、

剥荒ヌεん
の

ど
「「

ど
ん
ど
焼
き
」

岩瀬では
：

i上野では

　
　
　
　
　
　
　
　
が
川
西
町
で
も
見

ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
ど
ん
ど
焼
き
は
、
正
月
の
松
飾
り
や

し
め
縄
を
、
各
家
か
ら
集
め
て
焼
く
行

事
で
す
。

　
岩
瀬
と
上
野
で
行
わ
れ
た
ど
ん
ど
焼

き
の
模
様
を
写
真
で
紹
介
し
ま
す
。

　1月15日の午後3時10分、

村の近くの田原でどんど焼き

の煙が立ち上りました。岩瀬

では、去年40数年ぶりにこの

行事を復活させたとか……。

　こちらは1日遅れの1月16日、前日とはう

って変わって、吹雪の中でのどんど焼きでし

III61101100101101，lllIOu．8100101011lOllUloOOOOl－Oll鞠●・一．1㌔

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た

1
一
騨
一
一
…
。
一
。
．
一
一
一
9
。
一
＝
．
一
3
…
。
三
一
…
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一
三
一
三
一
三
一
…
一
一
．
一
3
一
一
。
一
一
．
．
，
三
一
一
．
．
一
．
一
三
；
．
9
3
一
一
一
一
讐
一
．
3
…
一
。
．
．
二
一
…
噸
．
．
9
3
…
り
．
．
9
．
一
3
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一
一
．
一
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．
9
…
一
2
3
一
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一
一
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一
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一
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一
3
三
曹
一
．
一
3
三
一
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一
三
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＝
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…
3
三
一
曹
一
一
3
3
一
一
…
一
…
一
一
3
3
ξ
一
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．
3
。
…
一
一
。
一
一
，
ξ
一
一
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一
一
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三
…
一
韓
…
騨
…
一
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三
一
…
一
9
三
一
…
．
一
…
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q
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i　上野小学校グラウンドには、公民館上野分i
　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コi館、歴史民俗資料館、上野小学校が共催で作i
ロ　　　　さい　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ

iった塞の神が用意され、午前10時過ぎに火がi
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロし

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロiつけられました。　　　　　　　　　　　　i
じ

i　児童たちは、めいめいもちやするめをあぶi
じ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロiり、健康を願っておいしく食べました。地区i

iの方々も何十年ぶりのこの行事に、笑顔で加i
コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　し

iわっていました。　　　　　　　　　　　　i
l

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■
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磯羅塾盤囎衡翻罰ζぞ繍．識．　各
検
診
で

早
期
発
見
を

　
成
人
病
と
は
、
ガ
ン
、
高
血
圧
、

心
臓
病
、
肝
臓
病
を
い
い
ま
す
。
そ

・
の
中
の
各
種
臓
器
の
ガ
ン
に
つ
い
で

今
回
は
取
り
上
げ
て
み
ま
し
た
。

　
な
ぜ
か
と
い
い
ま
す
と
、
ガ
ン
が

昭
和
五
十
六
年
か
ら
死
因
の
第
一
位

で
あ
る
こ
と
、
早
期
発
見
、
早
期
治

療
を
し
な
い
と
高
額
な
医
療
費
を
使

っ
て
も
死
亡
す
る
ケ
ー
ス
が
多
い
こ

と
、
そ
れ
に
検
診
以
外
に
早
期
発
見

　
　
　
　
の
方
法
が
な
い
こ
と
か
ら

　
　
　
　
で
す
。

　
病
気
に
は
、
す
ぐ
に
症

状
の
出
る
病
気
と
、
あ
る

程
度
病
気
が
進
ま
な
い
と

症
状
の
出
な
い
病
気
と
が

あ
り
ま
す
。
ガ
ン
性
の
病

気
は
後
者
で
す
。

　
ガ
ン
性
の
病
気
を
簡
単

に
い
う
と
、
血
液
を
食
べ

な
が
ら
増
殖
し
て
い
く
病

気
で
す
。
病
気
が
進
ま
な

い
と
特
定
の
症
状
が
現
れ

ず
、
し
た
が
っ
て
症
状
が

出
て
か
ら
の
受
診
で
は
手

遅
れ
に
な
り
が
ち
で
す
。

検
診
に
頼
る
以
外
に
早
期

発
見
の
方
法
は
あ
り
ま
せ

ぜ
、劒へ

　
ご

　
　
　
扇
、

爲
翻
・
睾

ほ
へ
ん
○
り
　
・

　
　
C
O

落
ワ
　
　
　
σ
．

い
　
　
　
　
　
　
　
　
ぐ

も

驚
、
饗
ヤ

ん
。
厚
生
省
で
は
、
昭
和
五
十
八
年
か

ら
五
か
年
計
画
で
、
受
診
率
を
三
〇
、

パ
ー
セ
ン
ト
に
上
げ
る
よ
う
指
導
し

て
い
ま
す
。
町
で
は
こ
れ
に
先
駆
け

て
、
五
十
六
年
か
ら
四
十
五
歳
、
五

十
歳
、
五
十
五
歳
の
方
に
受
診
を
勧

め
て
き
ま
し
た
。
当
初
は
受
診
率
も

好
転
（
一
二
・
四
パ
ー
セ
ン
ト
）
し

ま
し
た
が
、
現
在
は
低
下
（
一
一
・

一
パ
ー
セ
ン
ト
）
し
、
三
〇
パ
ー
セ

ン
ト
台
へ
の
壁
は
厚
い
も
の
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　
現
在
住
民
検
診
で
取
り
上
げ
て
い

る
も
の
は
、
胃
ガ
ン
、
子
宮
ガ
ン
、

肺
ガ
ン
（
今
年
か
ら
）
の
三
つ
で
す
。

　
最
近
は
、
ガ
ン
も
治
療
技
術
が
向

上
し
、
元
気
に
社
会
復
帰
を
し
て
働

い
て
い
る
方
が
多
く
な
り
ま
し
た
。

自
分
だ
け
で
な
く
、
家
族
の
将
来
も

含
め
た
う
え
で
健
康
の
た
い
せ
つ
さ

を
考
え
て
く
だ
さ
い
。

　
検
診
を
進
ん
で
受
け
て
健
康
を
確

認
し
、
元
気
に
働
く
こ
と
が
最
高
の

幸
せ
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

戸
籍
の
窓
か
ら

塾
監
き
葛
き
骸

た
か
さ
ご
、
1
ご
円
満
に

（
翻
鐙
師
喜
報

鮮
県瀬
々
り・

う
ぶ
声
ー
お
す
こ
や
か
に

片
桐

丸
山

高
橋

田
中

ゆ
う
た

裕
太

か
ず
よ
し

和
義

　
り
よ
う

　
亮

　
り
ょ
う

　
諒

ま
さ
ひ
こ

政
栄
　
三
男
　
小
白
倉

三
義
長
男
原
田

泰
一
二
男
霜
条

信
夫
長
男
木
落

五
十
川
雅
彦
　
雅
幸
　
長
男

め
∂

・
、
・
　
　
’
9
　
d
J
o
●
．

沖

立

・＝、

Il

黄
1；1

小
わ
輩

　
　
　
岬
項

太
田
白
南
風
選

霜
条
星
名

雪
壁
の
粉
雪
の
層
の
白
々
と

手
洗
の
は
じ
け
し
水
も
凍
り
け
り

朝
焼
け
の
大
破
璃
越
し
の
大
氷
柱

月
光
に
大
雪
原
の
浮
み
た
る

玄
関
に
ソ
ロ
バ
ン
塾
の
靴
凍
て
・

　
　
　
　
　
　
　
三
領
水
品
律

青
竹
の
爆
ぜ
て
ど
よ
め
く
ど
ん
ど
衆

耐
え
忍
ぶ
こ
と
に
も
馴
れ
て
冬
ご
も
る

星
光

●

丸
山

あ
つ
し

敦
史

羽
鳥
ゆ
き

　
　
　
ひ
ろ
き

北
村
弘
輝

　
　
　
か
ず
き

上
村
和
輝

　
　
え
り
　
こ

、
太
田
恵
梨
子

　
　
　
な
お
こ

大
久
保
直
子

喜
一
　
三
男
　
木
　
落

宏
史
長
女
中
央
町

良
二
　
長
男
中
央
町

義
雄
長
男
上
野

重
敏
長
女
寺
尾

秀
夫
長
女
野
口

昇
天
1
ご
め
い
福
を
祈
る

村中齋高富田
越川藤橋井中

豊イヨセ　重
作カキフ隆吉

野仁上寺上下

口田野尾野原

水
品
長
一
郎
　
　
新
町
新
田

八八七七七五三
三一九八二四三

惇
み
し
子
の
手
を
癒
す
母
の
胸

惇
み
て
無
口
な
老
の
竹
細
工

　
　
　
　
　
　
　
岩
瀬
小
川
益
栄

雪
段
に
雪
段
重
ね
出
入
口

雲
の
影
落
せ
る
雪
野
ス
キ
ー
バ
ス

寒
厨
蛇
口
に
氷
柱
生
む
こ
と
も

鉄
瓶
の
湯
気
親
し
み
し
冬
籠
り

　
　
　
　
　
　
　
赤
谷
登
坂
酔
月

水
仙
を
艶
や
か
に
活
け
青
畳

ど
ん
ど
火
の
灰
の
舞
入
る
茶
碗
酒

遠
巻
き
と
な
り
て
ど
ん
ど
の
燃
え
盛
り

惇
み
し
子
の
手
を
頬
で
温
め
や
り

　
　
　
　
　
　
　
野
口
　
野
沢
寅
生

職
去
り
て
一
と
日
の
長
く
冬
ご
も
り
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鞭設x1撒糧；変鞍鞭；宝

心
配
ご
と
相
談

・
2
月
1
3
日
…
…
…
橘
出
張
所

・
2
月
20
日
…
…
…
克
雪
セ
ン
タ
ー

・
2
月
2
7
日
…
…
…
総
合
セ
ン
タ
ー

・
3
月
6
日
…
…
…
上
野
連
絡
所

・
3
月
1
3
日
・
．
．
．
．
．
．
．
．
橘
出
張
所

※
時
間
は
午
後
一
時
か
ら
一
二
時
ま
で
。

慧
ぐ
P

焼
き
終
え
し
ど
ん
ど
の
跡
の
窪
み
か
な

登
校
や
子
等
の
挨
拶
息
白
し

　
　
　
　
　
　
　
三
領
　
高
橋
た
か
し

軒
に
か
め
置
い
て
寒
九
の
雨
を
と
る

七
草
や
亡
母
の
好
め
る
田
芹
粥

立
春
や
熱
海
の
梅
の
花
便
り

　
　
　
　
　
　
中
仙
田
左
木
人

寒
月
に
雪
逆
立
ち
て
き
ら
め
け
り

青
竹
を
馳
け
の
ぼ
り
燃
ゆ
ど
ん
ど
か
な

ど
ん
ど
焼
く
晴
れ
の
一
日
を
賜
り
て

　
　
　
　
　
　
　
赤
谷
小
川
　
　
秀

出
稼
ぎ
の
村
を
埋
め
て
雪
止
ま
ず

寂
か
な
る
冬
日
こ
ぼ
る
・
水
仙
花

／（
　　　　　、／


